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朝霞市都市計画マスタープランの構成と全体構想を構成する項目の関係性 

（１）朝霞市都市計画マスタープランの構成と全体構想の範囲 

都市マスの構成 記載内容 

序章 朝霞市都市計画マスタープランの目的と位置づけ 

 １.朝霞市都市計画マスタープランとは ・計画の概要と目的 

 ２.計画の位置付け ・計画の上位関連計画との関係性 

 ３.計画の対象範囲 ・計画の対象範囲（市域全域） 

 ４.計画の目標年次 ・計画の目標年次（概ね 20 年後の 2045 年） 

 ５.計画の構成 ・計画の章立て 

第１章 まちづくりに求められること 

 １.上位計画における位置づけ ・県や市の上位計画における位置づけ 

 ２.将来のまちづくりに対する市民の意向 ・アンケートやサロンでの意見 

 ３.朝霞市を取り巻く社会動向 ・人口減少と高齢化の進行、生活の質の重視、安

全・安心に対する意識の高まりなどの社会動向 

※朝霞市の現状にも触れる 

第２章 まちづくりの将来像と取り組みのテーマ 

 １.朝霞市の目指すまちづくりの将来像と将

来都市構造 

・市が目指すまちづくりの将来像と将来都市構造 

 ２.将来像の実現に向けた取り組みのテーマ ・５つのまちづくりのテーマの設定の考え方 

第３章 テーマの方針 

 テーマ１ 私らしい暮らし ・５つのテーマごとに方針と方針図、取組、主な

施策の例示  テーマ２ にぎわい・活力 

 テーマ３ 快適な移動 

 テーマ４ 持続可能 

 テーマ５ 安全・安心 

第４章 地域別の方針 

 １.地域区分 ・地域区分の考え方 

 ２.内間木地域 ・５つの地域ごとに方針、方針図、各テーマに応

じた取組  ３.北部地域 

 ４.東部地域 

 ５.西部地域 

 ６.南部地域 

第５章 計画の推進に向けて ・役割分担や進め方 
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全体構想の範囲 

資料２ 



2 

（２）全体構想を構成する項目の関係性（見取り図） 

 

①安全・安心なまち 

：交通安全／防災／イン

フラの老朽化 

②子育てがしやすいまち 

：子育て環境／医療や福

祉の充実／良好な住環

境の形成 

③つながりのある元気なまち 

：公共交通／にぎわい・活

力／地域コミュニティ 

④自然・環境に恵まれたまち 

：自然環境／施設の緑

化、エネルギー 

＜現行計画における４つの基 

本概念に対する評価＞ 

①人口減少と高齢化の進行 

②コロナを契機とした社会変革の進展 

③人生 100 年時代の到来と QOL

（生活の質）の重視 

④既存のモビリティの進化や新たなモビ

リティの創出など移動手段の多様化 

⑤社会的包摂と多様性の尊重 

⑥安全・安心な暮らしに対する意

識の高まり 

⑦持続可能な社会構築に向けた取

組の進展 

⑧DX（デジタル・トランスフォー

メーション）の進展 

●上位計画における位置づけ 

・朝霞都市計画 都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針 

・朝霞市次期総合計画 

※近年策定した関連計画 

・朝霞市立地適正化計画（R5.3） 

・朝霞市地域公共交通計画（R3.2） 

＜朝霞市を取り巻く社会動向＞ 

●現況整理 ：人口・世帯数／土地利用／交通体系／産業動向／市街地動向／都市基盤整備／防災／財政／市民意識調査 

●施策の進捗状況 ：現行計画に位置づけられた取組の進捗状況 

＜将来像の実現に向けた取り組みのテーマ＞ 

将
来
像
・
将
来
都
市
構
造 

【テーマ】私らしい暮らし 

【方針】 

自然と利便性が共存するコンパ

クトな住宅都市であることを活

かし、一人ひとりがいきいきと

暮らせるまちを目指します。 

【テーマ】にぎわい・活力 

【方針】 

四季折々のイベントが充実し笑

顔が絶えないワクワクするまち

鉄道駅や道路ﾈｯﾄﾜｰｸを生かした

活力のあるまちを目指します。 

 

【テーマ】快適な移動 

【方針】 

多様な交通手段でつながる、安全

で快適な移動環境のあるウォーカ

ブルなまちを目指します。 

 

【テーマ】持続可能 

【方針】 

みどとみどりのある朝霞らしい風

景を守り、親しみ、未来のこども

たちに胸を張って残せる持続可能

なまちを目指します。 

 

【テーマ】安全・安心 

【方針】 

災害が発生しても、被害を最小限に

留めるとともに素早く確実に復旧で

き、日常生活の中で防犯とともに備

えができているまちを目指します。 

①市街地と自然をつなぐ、選択肢のある住環境を整える 

②暮らしを支える生活サービスの質を高める 

③自分らしくいられる場や活躍できる場をつくる 

●取組 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

＜朝霞市が目指す将来像＞ 

①にぎわいと活力のある駅前拠点をつくる 

②安心して生活活動ができる環境を整える 

③立地特性を活かして戦略的に産業を誘致・育成を図る 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

①まちの骨格となる幹線道路の交通流を円滑にする 

②身近な生活道路の安全を守る 

③自由な移動を支える 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

①持続可能な未来につながる気候変動に対応する 

②豊かな自然を育みつなぐ 

③朝霞らしい風景を守り育てる 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

①災害に備える 

②災害が発生しても円滑に復旧できる準備を整える 

③日頃の生活から「もしも」を見据えた環境をつくる 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

・・・ ・・・ 

＜現況整理＞ 

●将来のまちづくりに対する市民意向 

①総合計画アンケート（朝霞市に住み続けたい理由 等）   ②都市マスアンケート（住まいの近くや駅周辺等のエリアに求める機能 等）   ③まちづくりサロン（全５回：暮らしのサロン／高校生サロン／駅周辺サロン） 

＜朝霞市が目指す将来像＞ 

現在の朝霞市 
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